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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・プログラムについて

プログラムの作成お願いします。　　　締め切り11/25（木）
・防災委員会より

　　2/4(金)13:30～16：00大規模災害想定訓練。防災委員：斎藤、蕨野 必須参加予定

2/18（金）青陽館避難訓練2回目あり。

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
・12月行事について

クリスマス会日程：12/23（木）

　　メニュー：カレーライス、ケーキ

　　＊調理で忙しくなる為当日までに飾りつけを利用者様と一緒に作成するのはどうか。

　　11月中にスタッフが不用品を持ち寄り、賞品にする。不足であれば、利用者様から徴収するか検討中。

・12/16以降の年休管理体制の変更について
12/16以降、菅原AOMがOT室業務と青陽館業務を兼務する形となります。今後、年休者が複数名いると補填体制を維持出来なくなるため、通所/OT室/菅原AOM/あおぞらCL慶長さんの4者間で年休および公休を合同で管理していきます。合同管理のエクセルシートはWIZ内「看護課→通所リハ」に入っているので確認お願いします。

＜利用者様情報＞

デイケア
・赤石　陽介様　～明日からB型就労「あるふぁ」が正式利用開始になるとの事でデイケアの利用頻度について相談がある。あるふぁでの就労は火・水・木9：30～15：00であり、月・金曜日(月：9：30～、金：15:00～)に訪問看護が有るとの事。月・金曜日の訪問看護の無い時間帯にショートケアとして来所する事を促している。他科受診等の予定もある為、毎回は来ることはできないが来れるときには来たいと話している。明日からの就労の正式利用開始については、「楽しみだよ」と笑顔であるがここ最近睡眠が不安定である事、腰痛が強いことが不安であると言う。
・田端　香織様　～本日、祝日プログラムとして調理やDVD鑑賞を実施しており、時折痒みの訴えは聞かれているもののDVD鑑賞をしている間はしばし集中出来ている。飲水量は変わらず多く、促しにも行動変化はない。また、個人的な確認が多く繰り返し話しかけが頻回である。10時45分、スタッフへ近づき顔面の痒みがあるため帰りたいと訴えている。保湿剤を塗布したり、保冷剤で顔を冷やすよう促すも「帰りたいです」と一方的に発言し、その場を離れ母様に電話している。電話終了後、本人へ話しかけると「お母さんが11時30分に迎えに来てくれるみたいです」と話す。11時30分、妹様より電話があり、「香織から母に帰りたいっていう電話があったみたいですが、母が迎えに行きたくないと言っています。母から父に連絡があったようですが、父は実家で介護してますので行けないんですよ」「私も今すぐには迎えに行けないので、もう少し香織を見ていただけますか」と話し、対応可能であることを伝え終話している。本人へ話し掛け対応しているが、その場で足踏みをしたり無言で手を横に振りスタッフの指示が入っていない様子。その後、本人から妹様へ電話したと報告があり、やり取りの内容を問うも「わからないです」と。再度スタッフから妹様へ電話し、本人が電話をしていた件について伝えると現在父様が迎えに行っていると話している。11時45分、父様の迎えがありデイケアを早退している。
・山地　広人様　～以前、青明舎森氏より情報があった自作の小説を持参し、担当職員に内容の確認依頼がある。内容はやや稚拙な印象を受け、誤字脱字が多く見られていた。内容確認後に本人と面談を実施する。本人より希望が２点聞かれる。

➀障害者（本人）が書いた小説を出版社に送り、誰でも良いから漫画家に作品化して欲しい。
本人様としては内容に少なからず自信を持っているとの事で、出版社に原稿として小説を送り、可能であれば漫画化して欲しいとの事。スタッフからは小説のストーリー内容については触れず、誤字脱字が多い事について振り返りを行っている。「誤字脱字が多い事で出版社側も内容を把握する事が難しいのではないか」と伝えるも、拘りが強く誤字脱字を修正する事は拒否し、現在の状態で出版社に送るとの事であった。

②出版社への連絡、アポイント等の小説を出版社に発送するまでの工程全てをデイケアスタッフに行ってもらいたい。

小説はこのままの状態で手無しせず直ぐにでも出版社に送って欲しいと要望がある。「出版社について調べたのか」と確認を行うも、“出版社の事は良く分からない“どこの出版社でも良い“と返答がある。「まずは出版社について調べて、どの様な工程を踏むことで、作品を送る事が出来るのかを知る必要ではないか?」と伝えると、頭を抱えて考え込み、暫く沈黙が続いた後に”これから先の作業は全てデイケアスタッフに行ってもらいたい“と発言がある。デイケア側では全て行う事は難しいが、援助は行う事が出来る事を伝えている。援助内容として、”本人様と同時進行で出版社へ作品を発送するまでの情報収集”“連絡を行う際の方法の確認と練習””発送時に必要な物品の確認と調達“等を挙げている。援助内容に不満は無いとの事であったが、自身で行えるか自信は無いと聞かれる。今後はスタッフも介入し出版社について調べる事から始める事とし、面談終了している。
ショートケア
特記無し
デイナイトケア
特記無し

